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201４年秋 

 

「世界一企業が活動しやすい」から「世界一労働者が働き
やすい」に変えよう！ 
今、国会に提出されている労働法の改悪に労働団体の枠

を超え反対運動が大きく広がっています。力を合わせ廃案に
追い込みましょう。 

 
 
 
いつ「雇止め」されるか分らない不安の中、低賃金で働く契

約社員や派遣社員。ＮＴＴグループでも１０万人を超えていま
す。均等待遇、正社員化は切実な要求です。 

 

最高裁判所は１０月２３日、妊娠や出産を理由とした降格に
ついて、「自由な意思に基づく明確な同意、または業務上必要
で女性労働者の仕事の充実という同法の目的に反しないとく
べつな事情がなければ違法」との判断を裁判官５人一致で判
断しました。 
ＮＴＴグループでは、非正規労働者が、就業規則に明記され

ているにも関わらず、妊娠による退職強要がこれまで多くみら
れました。 

 
 
 
 
 
一人ひとりは弱い存在でも労働組合（通信労組）は大きな力

を発揮します。 
「劣悪な労働環境を変えたい」、「非正規でも育児休暇を取

得し働きつづけたい」などの要求で通信労組に入って働き続
けている労働者が増えています。 

厚生労働省の諮問機関である中央最低審議会の答申を
受けて、10月より全国の最低賃金が改定されました。東京、
神奈川では、最低賃金と同額の時間給で働いています。あま
りにも「少なすぎる」年金特別措置額など、60歳超え契約社員
の時間給をめぐって、多くの職場で怒りや驚きの声が広がっ
ています。  

60歳超え契約社員の時間給８７０円（導入当時）の根拠は、
「公的給付（厚生年金と高年齢雇用継続給付）をフルに支給
できるようにするため、基本的な賃金は抑え」設定されたもの

● 61歳の誕生月までは、厚生年金比
例報酬部分が支給されないと知り、
契約社員５日制で働くしかなかった。 
● 年金支給のない間の年金特別措
置、月６１６７円では少なすぎる。これで
は、どうにもならない。 
● 最低賃金で働いている労働者が
いるとは聞いていたが、自分の隣に
いたとは驚いた。 

です。 
２０１４年度から公的年金支給繰り延

べによる「無年金期間」が始まった今、
時間給設定の根拠が崩れたことにな
ります。 
「60歳超え契約社員の勤務時間

での賃金格差をなくし、全ての時間
賃金を１５００円以上に引き上げるこ
と」。この要求は、60歳超え契約社員
にとって、死活問題と言える要求とな
っています。 


